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Abstract 
The present writers made critical examination of the method of N. S. Ging [Anal. Chem.， 28， 
1330 (1956)] in an attempt to determine the orthophosphate in the presence of pyrophosphate 
spectrophotometrically， and succeeded in their attempt by modifying th巴 Ging'smethod. 
As a result， they found that one could save 9-15 minutes out of the time required prior to the 
m伺 surementof absorbance， by shortening the requisite period for standing after respective additions 
of r句 gentsand solvents， and that the s巴parationof the aqueous phase (molybdenum blue) from the 
solvent phase with separatory funnel was easily carried out by shaking the solution with chloroform 
after formation of molybdenum blue. And they also found that the present method made it possible 
to prevent the hydration of pyrophosphate. 
1. 緒言
各種知機リン酸塩共存下で正リン酸塩を定量する方法ーには，容量法によるものとしては
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ぼ中で2時間 9000Cに加熱して無水のピロリン酸四ナトリウム (Na.P207)とし1ペ この水溶液
を氷で冷却しながらエチノレアルコーノレを加えて2回再結晶したものを使用し，発色後25m.s中
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と5%モリブデン酸アンモニウム 2m!?を加えて 30秒間激しく振り， 1分間室温で静置し，こ
れに 10m!?の n-ブ、タノ戸/レを加え， 1分間振って黄色のリンモリブデン酸アンモニウムを抽出
し，これをさらに 1分間静置させると水相とブタノーノレ相とが二層に分離する。水相を流出さ
せ，ブタノ~)レ相に 15m.e の蒸留水を加えてふたたび激しく振り，さらに 2 分間静置したのち，
2%ハイドロキノン 1m.eを加えて激しく振り， さらに 2分間静置し， それに亜硫酸ナトリウ
ムー亜硫酸水素ナトリウム混合溶液を 1m.e加え， 激しく振って2分間静置すると，モリブデ














Iトブタノー ノレ 有 0.310 良
IS0-プタノー ノレ 有 0.309 良
n回ブタノー ノレ
-180-フやタノーノレ (1・1) 有 0.294 良








1から明らかなようにリンモリブデン酸アンモニウムの抽出能力は n ブタノ戸jレと 1S0ーブ、タ
ノーノレのとは同じであり，それについでは nー ブ、タノ戸jレと isoーフ、タノ戸 jレの混合溶媒であっ
た。 isoー ブタノ{ノレークロロホノレムおよび nー ブ、タノ戸ノレー クロロホ jレムの混合溶媒では，溶媒
層が下層になる*ので実験操作上はつごうがよいが， 分離が悪く振り方によっては分離不能と
なることがあり，吸光度は測定できなかったが抽出能力は持っていた。


























lと蒸留水 15mß を加えて 5~10 分，ハイドロキノンを加えて 5~6 分， さらに亜硫酸ナトリウ
ムー亜硫酸水素・ナトリウム混合溶液を加えて 5~6 分，すなわち合計 15~22 分の反応および静
* ll-および 1S0ー フゃタノー ノレ使用の際は溶媒層が上層になる。
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て実験を行なった。すなわち， i)正リン酸塩単独の場合， i)ピロリン酸塩単独の場合， ii)正
リン酸塩とピロリン酸塩共存の場合について吸光度の測定を行なった。 その結果が表 3であ
り，それを図示したのが図3および4である。









。 0.008 0.109 0.211 0.310 0.409 
10 0.008 0.110 0.210 0.306 0.408 
20 0.009 0.116 0.215 0.314 0.408 
30 0.213 
40 0.010 0.115 0.215 0.316 0.408 
60 0.012 0.116 0.315 0.408 
80 0.015 0.116 0.216 0.316 。.412
100 0.116 0.215 0.318 
120 0.016 0.118 0.218 0.318 0.412 
140 0.018 0.122 0.224 0.322 0.426 
160 0.020 0.124 0.232 0.324 0.426 
200 0.027 0.127 0.232 0.329 0.428 
400 0.046 0.146 0.255 0.350 0.448 
600 0.073 0.174 0.271 0.373 0.470 
800 0.086 0.183 0.285 0.394 0.494 
1000 0.105 0.205 0.308 0.416 








。 0.109 0.211 0.310 。
10 0.110 0.210 0.306 。
20 0.115 0.214 0.313 。
30 
40 0.113 0.213 0.314 。
60 0.112 0.311 。
80 0.109 0.209 0.309 。
100 
120 0.110 0.210 0.310 。
140 0.112 0.214 0.312 。
160 0.112 0.220 0.312 。
200 0.108 0.213 0.310 。
400 0.108 0.217 0.312 。
600 0.109 0.206 0.308 。
800 0.105 0.207 0.316 。
1000 0.108 0.211 0.309 














a) NaH2Pu，溶液中の Pの量を Pr/mOで示したもの
b) Na，P2u，溶液中の Pの量を P2U5r/25 mOで示したもの
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ンとして 1~4r/mi2，ピロリン酸ナトリウムは P205 として1O~1，200 r/25mi2になるようにはか
りとって両者をまぜ，定量操作lこ従って測定した吸光度が表3の左から 3-5列自に示されて



























Na，P20， (P205 1200 r/25 mt) 
NaH2PO，(P 3r/mt)十Na，P20，(P205 1000 r /25 mt) 
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